
 

 

 

 

 

 

 

☆２０２５年 残り１か月☆ 

１２月になり、寒さの中にもわくわくする季節がやってきました。町にはイルミネーションが 

輝き、クリスマスの音楽も聞こえてきます。インフルエンザも例年よりも早く流行しています 

が、早寝早起き、手洗い、うがいを心がけ、元気に楽しい冬休みを迎えたいですね。２０２５年も 

残り１カ月となりました。１年を振り返ると、できたことや頑張ったことが沢山あるのではないでしょう

か。２０２６年も新しいことに挑戦しながら、どんどん成長できる１年にしていきたいですね。 

ＴＯＰＩＣＳ ～カタカナは漢字の基礎になっている！？～ 

◎カタカナが生まれた理由は？ 

①漢字を簡単に書きたかったから 

 昔（奈良～平安時代）、日本では中国から伝わった漢字を使って文章 

を書いていました。でも漢字は形が複雑で沢山あります。お坊さんたち 

は、仏教の経典を読むときやメモを取る時に、漢字の一部を使って簡単に書く方法を考えました。 

 例）  「阿」の一部を引用→ア 

     「加」のへんの部分「カ」を引用→カ 

 こうして、漢字の一部（カタ＝片）から作られた仮名（カナ）なので、カタカナと呼ばれています。 

②音を表す文字が必要だったから 

漢字には、１つで複数の読み方があるものがほとんどです。中国語のように、漢字のみで文章を書く

と、漢字に様々な読み方が存在するため、正確な意味を伝えるのが難しいです。だから、発音をそのま

ま書ける文字が必要になりました。 

◎漢字のパーツがカタカナになっている？ 

小学１年生で取り扱うカタカナは、ひらがなの授業時間に比べて短く、習得するのもなかなか難しい

ことがよくあります。しかし、カタカナは、漢字を習得するにあたって非常に重要なものとされていま

す。漢字には、カタカナが組み合わせてできたものが沢山あります。例をご紹介します。 

◎カタカナを組み合わせてできた漢字 

「空」という漢字は「ウ」、「ル」、「エ」のカタカナが組み合わさってできています。 

一見、ややこしく見える漢字も、カタカナが組み合わさってできたものだと考えると 

習得しやすくなります。 

◎漢字と同じ形のカタカナ 

夕方の「夕」という漢字は、カタカナの「タ」をそのまま書くと完成します。しかし、カタカナ 

の「タ」を理解していなければ、複雑な形や線が合わさったものだと認識し、漢字への苦手 

意識がついてしまうことがあります。 

このように、漢字を学習するにあたって、カタカナを組み合わせたり、引用したりして、漢字が構成さ

れているものがあります。その特徴を活かして、楽しく学習できる教材があります。 

◎教材紹介 ミチムラ式漢字カード 

弱視の子は、漢字を見た瞬間、一文字がゴチャゴチャした感覚にとらわれています。また、日常的に文

字が目に飛び込んでこない弱視の子にとって、見えにくさから漢字を見慣れていないことも大きく影響

し、瞬時に判別する力が養われていないこともあります。実際に、弱視の子に漢字を真似て書かせてみ

ると、線が抜けたり、形は何となく似ているけれども正確ではなかったりすることが度々あります。 

ミチムラ式漢字カードにはユニバーサルデザインフォントが採用されており、弱視の子でも比較的読み

やすい文字の形であったり、拡大表示や音声読み上げが可能であったりするため、弱視の子が学習する

上で、有用性が高いです。また、漢字に合った写真を見ることができ（「海」という漢字なら、海のイラス

トなど）、写真と漢字を結び付けて覚えることができます。 

そして、ミチムラ式漢字カードの１番の魅力は、「唱えて覚える」ことです。従来の「何度も書いて覚え

る」方法とは異なり、漢字を部品（部首やパーツ）に分解し、それを唱えて覚えることで、書くことの負担

を軽減します。また部品を唱えることは、聴覚・言語を使って形をイメージするため、視覚以外を使って

覚えることができます。 

例えば、「教」の漢字を覚えるとき、「土（つち）ノ（の）子（こ）攵（のぶん）」と唱えて覚えます。「教」一文

字で見たら、複雑な線や形が織り交ざっているように見えますが、部分に分けて、唱えて覚えることで

正確な漢字を書けるようになります。 

カタカナは、漢字の学習するための基礎にもなりますが、時代とともに、新しい言葉が生まれる現代

社会では、生活においてカタカナを使うことが必要不可欠となっています。 

また、今の日本には、外国から入ってきた外来語という言葉が存在します。「スマートフォン」、「インタ

ーネット」など日常会話でもよく使う言葉が沢山あります。授業の中でも、「エネルギー」、「カメラ」など

カタカナで示す言葉が出てくることがあると思います。表記を統一することで、読み手も書き手も理解

しやすくなるので、外来語はカタカナ表記で統一しています。 

もうすぐ冬休みになります。今回紹介した教材を使って漢字を学習したり、今一度カタカナの復習を

行ったりして、よい三学期を迎えることができるようにしましょう！ 

 

 

ウインタースクール 

日  時：令和 8年 1月 6日（火） １０：００～１２：００  

場  所：本校 体育館 

参加費：250円 

持ち物：体育館シューズ、動きやすい服装、お茶 

 ☆兄弟、姉妹の参加も受け付けています。ぜひ、ご参加ください。 
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☆見て覚える→唱えて覚える 


